
280 63,276 4

12 391 391 0

13 637,053 601,774 35,279

15 2,600 2,600 0

18 5,290 5,000 290

19 5 5 0

差引一般財源 708,659 673,086 35,573

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
9. 教育費 2. 学校給食管理運営事業

6. 保健体育費

3. 学校給食費 指導課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 673,086 35,573 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

708,659 708,659

　小中学校の給食業務委託の業務管理を行うとともに給 　栄養豊かなバランスのとれた給食を提供し、児童生徒 　安心で安全な給食運営をすることにより、児童生徒に

食施設設備の保守点検及び修繕、老朽化した備品の更新等を実施する。 の健康の保持増進を図るとともに、学校給食の実施に必要な施設及び設 対し栄養バランスのとれた給食を提供することができる。また、施設機

このことにより、安心で安全な学校給食を実施し、児童生徒の健康の保 備等の管理を行い、円滑な給食運営に努める。 能の維持向上により、安全な給食調理作業が可能になる。

持増進を図るとともに円滑な学校給食の実施ができる。

　給食施設設備の老朽化が進んでいるため、日常 　２か年の債務負担行為による給食業務委託の契 　児童生徒の食生活指導は健康保持増進に欠かせ

的に修繕及び修理不能設備等が発生している。このため、維持管理等に 約切り替えに伴う費用を計上した。 ない。そのためには安心で安全な学校給食の実施は不可欠であり、施設

忙殺され、安全で安心な学校給食の実施を困難にさせてしまう懸念があ 及び設備の維持管理に努める。

る。

08 40 40 0

11 63,


